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平成 19 年 3 月期 第３四半期財務・業績の概況（連結）  平成 19年 2月 6日 

上 場 会 社 名         三菱レイヨン株式会社          上場取引所    東 大 
コ ー ド 番 号          ３４０４                                本社所在都道府県 東京都 
（ＵＲＬ  http://www.mrc.co.jp/  ） 
代  表  者 役職名 取締役社長 社長執行役員     氏名 鎌原 正直 
問合せ先責任者 役職名 取締役 執行役員 広報・ＩＲ室長 氏名 立林 康巨 ＴＥＬ(03) 5495－3100 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
(1)会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無      ：有 
（内容） 
・固定資産の減価償却の方法…年度見込み額のうち当四半期分を計上しています。 

(2)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無    ：無 
(3)連結及び持分法の適用範囲の異動の有無          ：有 
（内容） 

  連結 （新規） １社 （除外） １社  持分法 （新規） ２社 （除外） １社 
 
２．19年 3月期第３四半期財務・業績の概況（平成 18年 4月 1日～平成 18年 12月 31日） 
(1)経営成績（連結）の進捗状況         （注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。 
 売 上 高     営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年 3月期第３四半期 300,418 19.1 41,695 43.3 42,300 36.8 23,886 25.2
18年 3月期第３四半期 252,174 5.0 29,106 31.6 30,923 53.6 19,083 70.6
(参考)18年 3月期 348,967 38,766 38,858  24,425

 
 1株当たり四半期 

(当期)純利益 
潜 在 株 式 調 整 後 １ 株
当たり四半期 (当期 )純利益

 円 銭 円 銭
19年 3月期第３四半期 39.83 －
18年 3月期第３四半期 31.68 －

(参考)18年 3月期 40.47 －

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率を示しています。 
 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 
化成品・樹脂事業 
ＭＭＡモノマーは、透明樹脂用途等の需要が引き続き旺盛で、売り上げを伸ばしました。また、中国の恵
州恵菱化成有限公司は、２００６年１２月にＭＭＡモノマーの商業生産を開始しました。アクリル樹脂成形
材料は、車両用途を中心に堅調な販売が続き、アクリル樹脂板は、２００５年６月に操業を開始した中国の
三菱麗陽高分子材料（南通）有限公司が寄与して、販売量を伸ばしました。コーティング材料は、日本での
自動車・船舶用途向け塗料用アクリル樹脂の販売が堅調に推移しました。情報材料関連では、液晶用プリズ
ムシート「ダイヤアート」のノート型パソコン用途向け販売が、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の生産調整の
影響は受けたものの、大幅な増収となりました。各事業とも高騰した原燃料価格に対応して、製品価格の是
正に努めました。 
 
繊維事業 
アクリル短繊維は、中国の寧波麗陽化繊有限公司からの出荷を含めたアジア向け販売量は増加しましたが、

日本市場の縮小がさらに進みました。また、高騰した原燃料価格に対して、製品価格を十分に是正するに至
りませんでした。事業は苦戦が続いていますが、業績を回復させるべく構造改革を推し進めています。 
三菱レイヨン・テキスタイル㈱は、主力のアセテート繊維が日本での販売量を伸ばしました。 
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炭素繊維・複合材料、機能膜事業その他 
炭素繊維・複合材料は、航空機分野や風力発電用途に加え、産業資材・スポーツレジャー用途の需要も拡
大して、世界的に需給の逼迫した状況が続き、販売は好調に推移しました。機能膜事業については、家庭用
浄水器の販売は引き続き堅調に推移し、機能膜製品では、新規膜を使用した下排水処理用途向け新中空糸膜
ユニットの販売に注力しました。 

 
以上の結果、当第３四半期の売上高は 3,004億 18百万円(前年同期比 19.1%増)、営業利益は 416億 95百

万円(同 43.3%増)、経常利益は 423億円(同 36.8%増)、四半期純利益は 238億 86百万円(同 25.2%増)となり
ました。 
なお、前期より退職給付会計における数理計算上の差異の処理方法を、発生の翌年度に営業費用として一
括償却する方法に変更しており、数理計算上の差異償却額（前第３四半期は 6億 97百万円の損、当第３四半
期は 106億 85百万円の益）を除いた当第３四半期の営業利益は 310億 10百万円(前年同期比 4.0%増)、経常
利益は 316億 15百万円(同 0.0%減)となります。 
 
(2)財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭
19年 3月期第３四半期 440,344 215,172 46.1  338.39
18年 3月期第３四半期 385,190 177,363 46.0  295.71
(参考)18年 3月期 381,557 185,841 48.7  309.75

 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 営 業 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

19年 3月期第３四半期 26,685 △ 29,049 2,162  9,844
18年 3月期第３四半期 27,974 △ 17,533 △ 9,426  9,764
(参考)18年 3月期 39,764 △ 29,285 △ 9,292  10,113

 
[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 
(1) 財政状態 
 総資産は前期末と比べ 587億 87百万円増加し、4,403億 44百万円となりました。主として有形固定資産、
たな卸資産、受取手形及び売掛金が増加しました。 
 負債は前期末と比べ 409 億 36 百万円増加し、2,251 億 72 百万円となりました。主として借入金、支払手
形及び買掛金が増加しました。 
 自己資本は前期末と比べ 170 億 44 百万円増加し、2,028 億 85 百万円となりました。主として利益剰余金
が増加し、その他有価証券評価差額金が減少しました。 
 
(2) キャッシュ・フロー 
 当第３四半期における連結ベースの現金及び現金同等物は、投資活動による支出が増加したものの、財務
活動による支出が減少したことなどにより、前年同期に比べ 80百万円増の 98億 44百万円となりました。 
 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益は増加しましたが、法人税等の支払額
の増加、前払年金費用及び売上債権の増加などにより、前年同期比 12億 89百万円収入減の 266億 85百万円
の収入となりました。 
 投資活動によるキャッシュ・フローは、連結範囲の変更を伴う子会社株式取得による支出、投資有価証券
の取得による支出の増加などにより、前年同期比 115億 16百万円支出増の 290億 49百万円の支出となりま
した。 
 財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の償還による支出の減少などにより、前年同期比 115億 88百
万円支出減の 21億 62百万円の収入となりました。
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３．19年 3月期の連結業績予想（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円

通    期 410,000 57,000 57,000 33,000 
(参考)１株当たり予想当期純利益（通期） 55円 04銭 
 
[業績予想に関する定性的情報等] 
当第３四半期の売上高及び営業利益は概ね計画通りに推移しており、平成 18年 11月 8日に公表した業績
予想に変更はありません。 
なお、平成 19年 3月期の連結業績予想においては、退職給付会計における数理計算差異の２００５年度発

生額の償却額として通期１４２億円を営業費用（戻入）に含めて算定しています。 
この数理計算差異償却額を除いた平成 19年 3月期の連結業績予想は次のとおりです。 

 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円

通    期 410,000 42,000 42,000 24,000 
(参考)１株当たり予想当期純利益（通期） 40円 03銭 
 
※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今
後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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（添付資料） 
 

１.（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

科 目 
当第３四半期 

(18.4.1～ 
18.12.31)

前第３四半期 
(17.4.1～ 

17.12.31)
増 減 

前 期 
(17.4.1～ 

18.3.31)

売 上 高 300,418 252,174 48,244 348,967 

売 上 原 価 222,067 184,212 37,855 258,244 

売 上 総 利 益 78,351 67,962 10,389 90,722 

販売費及び一般管理費 36,655 38,856 △ 2,201 51,956 

営 業 利 益 41,695 29,106 12,589 38,766 

営 業 外 収 益 2,863 3,654 △   791 3,605 

営 業 外 費 用 2,258 1,837 421 3,512 

経 常 利 益 42,300 30,923 11,377 38,858 

特 別 利 益 1,747 9,736 △ 7,989 10,759 

特 別 損 失 2,428 8,564 △ 6,136 10,961 

税金等調整前四半期（当期）純利益 41,619 32,094 9,525 38,656 

法人税、住民税及び事業税 15,800 10,108 5,692 10,519 

法 人 税 等 調 整 額 － － － 668 

少 数 株 主 利 益 1,933 2,902 △   969 3,042 

四半期（当期）純利益 23,886 19,083 4,803 24,425 

 （注）増減は当第３四半期と前第３四半期との比較で表示しています。 
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２．（要約）四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

科 目 当第３四半期末
(18.12.31現在)

前 期 末 
(18.3.31現在) 増 減 前第３四半期末

(17.12.31現在)
［ 資 産 の 部 ］     

流 動 資 産     
現 金 及 び 預 金 9,854 10,123 △    269 9,774 
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 89,984 76,408 13,576 77,299 
た な 卸 資 産 55,382 43,990 11,392 50,020 
そ の 他 16,088 13,975 2,113 18,953 
貸 倒 引 当 金 △  294 △  649 355 △  1,038 
流 動 資 産 合 計 171,014 143,847 27,167 155,009 

固 定 資 産     
有 形 固 定 資 産 167,446 147,886 19,560 145,154 
無 形 固 定 資 産 9,743 6,512 3,231 5,602 
投 資 そ の 他 の 資 産 92,140 83,311 8,829 79,423 
固 定 資 産 合 計 269,330 237,710 31,620 230,180 
資 産 合 計 440,344 381,557 58,787 385,190 
［ 負 債 の 部 ］     

流 動 負 債     
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 70,928 54,341 16,587 64,833 
短 期 借 入 金 46,529 42,640 3,889 42,573 
そ の 他 46,341 29,763 16,578 32,214 
流 動 負 債 合 計 163,800 126,745 37,055 139,620 

固 定 負 債     
社 債 10,000 10,000 － 10,000 
長 期 借 入 金 18,851 12,571 6,280 11,883 
退 職 給 付 引 当 金 29,060 31,453 △  2,393 31,147 
そ の 他 3,460 3,466 △      6 3,675 
固 定 負 債 合 計 61,372 57,490 3,882 56,707 
負 債 合 計 225,172 184,236 40,936 196,328 
［ 純 資 産 の 部 ］     

株 主 資 本     
資 本 金 53,229 － － － 
資 本 剰 余 金 28,792 － － － 
利 益 剰 余 金 107,314 － － － 
自 己 株 式 △  312 － － － 
株 主 資 本 合 計 189,024 － － － 

評 価 ・ 換 算 差 額 等     
その他有価証券評価差額金 14,864 － － － 
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △   28 － － － 
土 地 再 評 価 差 額 金 30 － － － 
為 替 換 算 調 整 勘 定 △  1,005 － － － 
評価・換算差額等合計 13,860 － － － 

少 数 株 主 持 分 12,286 － － － 
純 資 産 合 計 215,172 － － － 
負 債 純 資 産 合 計 440,344 － － － 
［ 少 数 株 主 持 分 ］     
少 数 株 主 持 分 － 11,479 － 11,498 
［ 資 本 の 部 ］     

資 本 金 － 53,229 － 53,229 
資 本 剰 余 金 － 28,786 － 28,785 
利 益 剰 余 金 － 89,471 － 84,128 
土 地 再 評 価 差 額 金 － 30 － 30 
その他有価証券評価差額金 － 16,205 － 14,168 
為 替 換 算 調 整 勘 定 － △ 1,711 － △  2,867 
自 己 株 式 － △  170 － △    112 
資 本 合 計 － 185,841 － 177,363 

負債、少数株主持分及び資本合計 － 381,557 － 385,190 
 （注）増減は当第３四半期末と前期末との比較で表示しています。 
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

科 目 
当第３四半期
(18.4.1～ 

18.12.31)

前第３四半期
(17.4.1～ 

17.12.31)
増 減 

前 期 
(17.4.1～ 

18.3.31)
営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金等調整前四半期（当期）純利益 41,619 32,094 9,525 38,656 

減 価 償 却 費 12,613 11,440 1,173 15,927 

退職給付引当金の増減額 △  2,376 △  3,346 970 △ 3,044 

前払年金費用の増減額 △  8,633 － △  8,633 － 

売 上 債 権 の 増 減 額 △  7,018 430 △  7,448 1,633 

た な 卸 資 産 の 増 減 額 △  7,653 △ 12,169 4,516 △ 5,839 

仕 入 債 務 の 増 減 額 14,169 11,760 2,409 933 

法 人 税 等 の 支 払 額 △ 14,359 △  6,974 △ 7,385 △ 7,764 

そ の 他 △  1,675 △  5,260 3,585 △  739 

営業活動によるキャッシュ・フロー 26,685 27,974 △ 1,289 39,764 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有形固定資産の取得による支出 △ 21,043 △ 18,882 △  2,161 △ 26,491 

投資有価証券の取得による支出 △  4,468 △    557 △  3,911 △  3,803 
連結範囲の変更を伴う子会 
社株式取得による支出 △  4,156 － △ 4,156 － 

そ の 他 619 1,905 △ 1,286 1,008 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 29,049 △ 17,533 △ 11,516 △ 29,285 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

短期借入金の純増減額 3,848 7,765 △  3,917 6,104 

長期借入れによる収入 7,094 9,102 △ 2,008 10,971 

長期借入金の返済による支出 △    596 △  4,777 4,181 △  4,804 

社債の償還による支出 － △ 10,000 10,000 △ 10,000 

自己株式の取得による支出 △    148 △  5,007 4,859 △  5,066 

配 当 金 の 支 払 額 △  6,009 △  4,553 △  1,456 △  4,541 

そ の 他 △  2,025 △  1,956 △     69 △  1,956 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,162 △  9,426 11,588 △  9,292 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △     68 323 △    391       499 

現金及び現金同等物の増減額 △    268 1,337 △ 1,605     1,686 

現金及び現金同等物の期首残高 10,113 8,426 1,687     8,426 

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 9,844 9,764  80 10,113 
 （注）増減は当第３四半期と前第３四半期との比較で表示しています。 
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４．事業の種類別セグメント情報 

 

当第３四半期（平成 18年 4月 1日から平成 18年 12月 31日まで）  

（単位：百万円） 
 

化成品・ 
樹脂事業 繊維事業

炭素繊維・
複合材料、
機能膜事業
そ の 他

計 消 去 又 
は 全 社 連 結 

売上高及び営業損益  
(1) 外部顧客に対する売上高 160,522 62,531 77,364 300,418 － 300,418 
(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 19,937 536 32,181 52,655 (52,655) － 
計 180,459 63,067 109,545 353,073 (52,655) 300,418 

営 業 費 用 151,529 61,748 98,208 311,486 (52,763) 258,723 
営 業 利 益 28,930 1,319 11,337 41,587 108 41,695 

[数理計算上の差異償却額を除く] [ 21,917] [△  989] [  9,974] [ 30,901] [    108] [ 31,010]
 

前第３四半期（平成 17年 4月 1日から平成 17年 12月 31日まで）  

（単位：百万円） 
 

化成品・ 
樹脂事業 繊維事業

炭素繊維・
複合材料、
機能膜事業
そ の 他

計 消 去 又 
は 全 社 連 結 

売上高及び営業損益  
(1) 外部顧客に対する売上高 125,395 61,844 64,935 252,174 － 252,174 
(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 6,926 45 22,457 29,429 (29,429) － 
計 132,321 61,889 87,393 281,604 (29,429) 252,174 

営 業 費 用 111,448 60,515 80,627 252,590 (29,522) 223,068 
営 業 利 益 20,873 1,374 6,765 29,013 93 29,106 

[数理計算上の差異償却額を除く] [ 21,292] [  1,551] [  6,867] [ 29,711] [     93] [ 29,804]
 

前期（平成 17年 4月 1日から平成 18年 3月 31日まで）  

（単位：百万円） 
 

化成品・ 
樹脂事業 繊維事業

炭素繊維・
複合材料、
機能膜事業
そ の 他

計 消 去 又 
は 全 社 連 結 

売上高及び営業損益  
(1) 外部顧客に対する売上高 171,030 84,811 93,125 348,967 － 348,967 
(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 9,653 54 32,285 41,992 (41,992) － 
計 180,684 84,865 125,410 390,960 (41,992) 348,967 

営 業 費 用 153,213 83,470 115,652 352,336 (42,134) 310,201 
営 業 利 益 27,470 1,395 9,757 38,624 142 38,766 

[数理計算上の差異償却額を除く] [ 28,034] [  1,629] [  9,893] [ 39,557] [    142] [ 39,699]
 

 


